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ビデオ：三菱電機殿提供 

準天頂衛星とは 
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(C)JAXA 



©  Quasi-Zenith Satellite System Services Inc. 2014 

米国の測位衛星であるＧＰＳは、山間部や都市部においては、山やビル陰などによりＧＰＳ
衛星を補足できないことから、測位精度が十分でない場合があり、利用可能時間、利用可
能エリア、測位精度等が課題となっています。 
準天頂衛星システムは、これらの課題を改善し、ＧＰＳによる測位信号を補完・補強し、準

天頂衛星信号をも補強することで、より高度な利用が促進されるように、国（内閣府）が平成
２４年度末から２つの事業形態として、事業化を進めているシステムです。  

        準天頂衛星システムの運用等 

事業（ＰＦＩ事業：ＱＳＳ（※）にて受託） 

準天頂衛星システムの衛星開発等事業
（国直轄事業） 

期間 平成24年度から21年間 平成24年度から5年間 

 

事業概
要 

ＰＦＩ事業   

①総合システムの設計・検証業務 

②地上システムの整備および維持・  

  管理等業務 

③総合システムの運用等業務の実施 

④利用拡大・推進   

準天頂衛星システム3機（準天頂軌道衛
星：2機、静止軌道衛星：1機、 シミュ
レータ等）の開発および整備 (打上げは
別) 

みちびき＋本件3機の4機体制で運用を
開始予定 

ＱＳＳ：準天頂衛星システムサービス株式会社の略称、代表企業は日本電気（株） 
        当該事業についてＱＳＳより日本電気（株）が事業委託契約 

１．準天頂衛星システム事業概要 
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ＧＰＳ群 

主管制局 

（国内） 

追跡管制局 

（国内） 
監視局 

測位衛星（準天頂衛星・静止衛星） 

衛星測位/補強 
/災危通報 

衛星測位 

測位信号観測データ・測距データ 

衛星安否確認 
（静止衛星） 

地上システム 

（ＰＦＩ事業） 

衛星システム 

（国直轄） 

ユーザセグメント 

２．準天頂衛星システムの運用概念図 
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衛星測位/補強 
/災危通報 

★国の社会インフラ事業のため、全てのサービスはGPSと同様に無償予定 
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３．地上システム事業の体制 

内閣府 

 

日本電気株式会社 
 

・総合システムの設計・検証 

・地上設備の整備 

・地上設備の維持管理 

・準天頂衛星システムの運用 

 

 

 

 

三菱電機株式会社 

 

・地上設備の整備 

・地上設備の維持管理 

 

 

 

 

準天頂衛星システムサービス 

株式会社（ＱＳＳ） 

代表 
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FY 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020～2032 

衛星システム 

（国直轄） 

地
上
シ
ス
テ
ム(

P
F
I

事
業)

 

総合システム 

地上システ
ムの開発・
整備 

準天頂衛星 

初号機 

利用拡大 

推進 

契約 
(3月末) 

総合 
システム 
設計 

契約 
(3月) 

設計・整備 

４．事業全体計画 

総合 
システム 
検証 

運用 

2,3,4号機打上(想定) 

開発・整備 維持管理・運用 

利用拡大推進活動（情報発信・収集、プロモーション活動、実証実験） 
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運用（ＪＡＸＡ） 運用(準天頂衛星ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ(株)) 
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５．地上システム 

No. 施設 場所等 
数量
（局） 

備考 

1 主管制局 常陸太田(主局) 
神戸(副局) 
 
 

2 

航空局 
施設 

2 追跡管制局 常陸太田 
種子島 
沖縄 
久米島 
宮古島 
石垣島 

7 

 既設みちびき設備→内閣府へ移管後、準天頂衛星シス
テムサービス（株）が借用 

 航空局施設用地にアンテナを新設 

3 監視局 国内外 

26 

 国内のみではなく、海外にも設置 

常陸太田 神戸 
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▐ 1号機は2010年9月に打上げられ、現在JAXA殿により運用中である。 

▐ 現在、衛星製造事業者にて開発整備している準天頂軌道衛星2機、静
止軌道衛星1機）の衛星システム概要は以下のとおり。 

 設計寿命 15年 

打上げ年 2017年 

衛星サイズ（X,Y,Z) 準天頂軌道（QZO）衛星  ：2.8m×18.9m×6.2m 

  ※Y方向はパドル展開時 

静止軌道（GEO）衛星   ：7.1m×18.9m×5.4m 

  ※X方向はアンテナ展開時、Y方向はパドル展開時 

打上げ質量 準天頂軌道（QZO）衛星  ：4ton 

静止軌道（GEO）衛星   ：4.7ton 

 

打上げロケット 

 

準天頂軌道（QZO）衛星  ：H-ⅡA202 

静止軌道（GEO）衛星   ：H-ⅡA204 

 

６．衛星システム概要 
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2010年度より、初号機が飛んで
いるが、追加3機を打ち上げ、4機
運用とする。 

（準天頂軌道３機、静止軌道１機） 
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日本の仰角20度以上に16時間
留まり、上空（仰角60度以上）に
は、8時間留まる 

静止衛星は常に赤道上に留まる 
（経度：東経127度） 

日本を中心とした 
アジア・オセアニア周辺地域で 

利用することが可能 

赤道 
Equator 

７．準天頂衛星について  ～準天頂衛星の軌道～ 
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C:/Users/administrator.EISEI/Desktop/2015.4.17高専プロコンSymposium講演資料/準天頂衛星の軌道模型映像.mp4


７．準天頂衛星について  ～準天頂衛星システムの優位性～ 
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GPSと同じ周波数の信号を配信するため、 
GPSとQZSSは1つの衛星群として扱うことが可能 

高い互換性 

GPS対応受
信機の多少
の改修が必
要 
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▐ 準天頂衛星７機体制の政府決定 

 平成２７年１月９日に政府宇宙開発戦略本部にて策定された新「宇宙基本計画」に
おいて、平成３５年度を目途に準天頂衛星を７機体制とし、運用を開始する事が示
された。 

 

 

 

 

 

 

▐ ７機体制運用で新たに実現する機能 

 測位衛星を使って位置を求める場合、最低でも４機の衛星から同時に電波を受信す
る必要がある。４機体制では仰角が低い衛星を含むため、準天頂衛星システム単独
ではこの条件を満たせず、ＧＰＳ衛星との併用が必須である。 

 ７機体制になると準天頂衛星システムのみで同時４機受信の条件を満たすことが出
来る場所・時間が大幅に増えるため、ＧＰＳに依存しない運用も可能となる。 
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年度 
H28 

（2016) 

H29 

（2017） 

H30 

(2018) 

H31 

(2019) 

H32 

(2020) 

H33 

(2021) 

H34 

(2022) 

H35～ 

(2023～) 

４機体制 

7機体制 

（予定） 

追加３機打上げ 

整備 ４機体制運用 

検討・設計・整備 7機体制運用 

７．準天頂衛星について  ～７機体制～ 
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▐ 送信信号一覧 

 

８．提供サービス ～送信信号～ 
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信号名称 

1号機 2~4号機 

配信サービス 中心周波数 GNSS相対 準天頂軌道 準天頂軌道 静止軌道 

1機 2機 1機 

L1C/A ○ ○ ○ 衛星測位サービス 

1575.42MHz 

GPS互換 
L1C ○ ○ ○ 衛星測位サービス 

L1S ○ ○ ○ 
サブメータ級測位補強サービス 

－ 
災害・危機管理通報サービス 

L2C ○ ○ ○ 衛星測位サービス 1227.60MHz GPS互換 

L5 ○ ○ ○ 衛星測位サービス 
1176.45MHz 

GPS互換 

－ L5S － ○ ○ 測位技術実証サービス 

L6 ○ ○ ○ センチメータ級測位補強サービス 1278.75MHz － 

Sバンド － － ○ 衛星安否確認サービス TBD － 
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８．提供サービス  ～衛星測位サービス～ 
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GPSと同じ測位信号（L1C/A、L1C、L2C、L5）を送信するため、GPSと一
体となって使用することで、測位精度が改善する。 

高仰角衛星はマルチパスによ
る誤差を改善。 

可視衛星が増え、衛星配置の
バランスも良くなるため、 
安定した測位が可能となり精度
の高いサービスが期待できる。 

Page 13 
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▐ L1C/A信号で配信している電離層パラメータを使用することで、電離層
誤差を補正できる。「広域エリア」、「日本近傍エリア」の2種類の電離層
パラメータがある。（更新間隔は１回/日） 

８．提供サービス  ～衛星測位サービス～ 
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▐ 精度とサービス範囲 

 衛星の軌道・時刻予報誤差に起因するユーザレンジ誤差を、SIS-URE（Signal-In-

Space User Range Error）と呼ぶ。電離層・対流圏伝搬やユーザ部分を除いた測位
信号の基本性能である。 

 全ての信号について、サービス範囲及び時間方向に渡るSIS-URE統計値は、 

2.6m（95%）以下を満足する。サービス範囲は下図である。 
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QZS4機のうち、１機以上のQZSが
常に可視（仰角10°以上）となる範
囲を、仰角毎の線で示した図 

８．提供サービス  ～衛星測位サービス～ 
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▐ １つの衛星から発せられる複数の周波数の測位信号を同時に受信するこ
とで、電離層遅延誤差が計算できる。 

（複数の周波数を受けることができる受信機が必要） 

周波数に応じて、電離層の
通過速度が異なる 

 測位誤差の大きな要因である
電離層誤差の改善に期待。 

 特に電離層の活動が激しい、
沖縄、東南アジアなどの赤道付
近での効果が期待できる。 

８．提供サービス  ～衛星測位サービス～ 
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８．提供サービス  ～センチメータ級測位補強サービス～ 
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電子基準点から計算した高精度測位情報（センチメータ級測位補強情報：
L6信号）を送信することにより、 センチメータ級の測位精度を実現する。 

主に車載や測量機材での利用
を想定。 
L6信号を受信できる端末で利
用することができる。 

QZS及びGPSのL1C/A、L1C、
L2C、L5信号を補強する。 

Page 17 

*1：低ノイズの高機能受信機が必要なた
め、ある程度の大きさが必要となることか
らスマートフォン向けのサービスではない。 
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衛星システム 補強対象信号 

QZS L1-C/A、L1C、L2C、L5 

GPS L1-C/A、L1C、L2C、L5 

Galileo E1、E5a 

GLONASS L1 (CDMA)、L2 (CDMA) 

サービス領域 
区分 

測位精度 95%値 [cm] 

水平 垂直 

静止 6 12 

移動体 12 24 

▐ 精度とサービス範囲 

 サービス範囲  精度 

 補強対象信号 

８．提供サービス  ～センチメータ級測位補強サービス～ 
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８．提供サービス  ～サブメータ級測位補強サービス～ 
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主にハンディナビ、カーナビ、
ドライブレコーダーなどでの
利用を想定。 
L1S信号を受信できる端末
で利用することができる。 

QZS及びGPSのL1C/A信
号を補強する。 

Page 19 

電離層などの誤差補正情報（サブメータ級測位補強情報：L1S信号）を
送信することにより、誤差１～３メートルの測位精度を実現する。 

*1：携帯電話は基地局からの情報を利用 
  するA-GPS仕様であるため、スマート 
  フォン向けのサービスではない。 
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８．提供サービス  ～サブメータ級測位補強サービス～ 

サービス領域 
区分 

測位精度 95%値 [m] 

水平 垂直 

領域① 1.0 2.0 

領域② 2.0 3.0 

2つの領域に区分し、測位精度を規定。 
想定するマスク角は5度。 

衛星システム 補強対象信号 

QZS L1-C/A 

GPS L1-C/A 

 精度 

 補強対象信号 

▐ 精度とサービス範囲 

 サービス範囲 



８．提供サービス  ～災害・危機管理通報サービス～ 
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災害情報（地震・津波等）、危機管理情報（テロ等）、避難勧告などの情報
を送信するサービス。 

電源のある屋外施設（街灯、
信号機、自動販売機等）や
公的建物（学校、病院等）で

の利用を想定。 
L1S信号を受信できる端末
で利用することができる。 
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▐ サービス範囲 

 災害・危機管理通報サービスは、地表において1機以上の衛星を仰角10度
以上で可視となる範囲にサービスを提供する。 

QZS4機のうち1機以上のQZSが可視となる範囲を示した図 
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８．提供サービス  ～災害・危機管理通報サービス～ 
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▐ 配信間隔：４秒に１回 

▐ 配信内容：気象庁防災情報をもとに生成する災危通報(気象庁防災情報)とそ
れ以外の外部機関からの情報をもとに生成する災危通報(任意書式)を配信。 

 

 

 

 
 

▐ 災危通報（気象庁防災情報）の一覧 

項目 メッセージタイプ４３ メッセージタイプ４４ 

概要 気象庁防災情報 
（地震、津波、火山等） 

任意情報 

内容 気象業務支援センターから受信した、気象庁防
災情報XML及びA/N形式の電文をもとに生成
した情報 

各組織と協議した上、決定した外部機関から送
信された情報 
（接続機関を公募予定） 

８．提供サービス  ～災害・危機管理通報サービス～ 
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災害種別コード 内容 災害種別コード 内容 

1 気象庁防災情報（緊急地震速報） 8 気象庁防災情報（火山） 

2 気象庁防災情報（震源） 9 未使用 

3 気象庁防災情報（震度） 10 気象庁防災情報（気象） 

4 気象庁防災情報（東海地震） 11 気象庁防災情報（洪水） 

5 気象庁防災情報（津波） 12 気象庁防災情報（台風） 

6 気象庁防災情報（北西太平洋津波）   13 未使用    

7 未使用 14 気象庁防災情報（海上） 



準天頂衛星「災危通報」＋自動販売連携デモ 
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① 「緊急地震速報 強い揺れに注意」 

② 「太平洋沿岸地域で最大震度５強を観測 
  する地震発生」 

③ フリーベンド状態 「大規模災害発生のた 

  め飲料を無料提供中」 

■『自動販売機＋デジタルサイネージ＋準天頂衛星』
の組み合わせは、移動体ではない「自動販売機」を
インフラとして、活用できる新たなビジネスモデルの
創出になったと考えており、関連業界へのインパクト
を与えた実証実験となった。 

■メッセージタイプ４４を使った実証実験例。 



８．提供サービス  ～衛星安否確認サービス～ 
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利用者が安否情報を準天頂衛星に送信し、管制局（公共機関を含む）を
経由して近親者等に電子メールを送るサービスです。 

災害時に通信が途絶し
た場合の家族への被災
状況把握や平常時に山
や海で定時連絡や救難
要請での利用を想定。 
衛星安否確認サービス
に対応した端末で利用

できる。 

【サービス提供範囲】 
サービス提供範囲は日本国内（離島を含む） 
（国内向けサービス） 
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▐ 安否情報通知 

 災害時に救助要否、体調、現在地等の通知する項目ごとに、通知内容を選
択する定型様式での通知 

 通知する項目 

 ①救助要否、②体調、③現在地、④同行者、⑤移動、⑥事故状況、 

 ⑦退避状況 

 通知内容 

例1）救助要否  

 

 

 

 

例2）現在地 
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0：救助・迎え不要 
1：家族・同僚の迎え依頼 
2：救急車：救助隊の派遣依頼 
3：ヘリコプター等の緊急救助依頼 

0：自宅・友人宅・親類宅    4：自家用車 
1：職場・学校・塾        5：電車・バスの車内、船上 
2：駅・公共施設・商業施設    6：屋外 
3：避難所・山小屋        7：海上 

８．提供サービス  ～衛星安否確認サービス～ 
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▐ サービス範囲 

 日本国内及び沿岸部に限定したサービス。 
（日本近傍以外の拡張予定はなし。） 
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８．提供サービス  ～衛星安否確認サービス～ 
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９．ビジネス化に向けての実証実験 
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鉄道 

船舶 

車 

人 

 2018年～ 

準天頂衛星システムサービス(株) 

 2014年～ 

ビジネス化 
ビジネス化を目指した 

利用実証をサポート 

テーマ 

募集 

実証 

実験 

結果 

分析 
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参加者支援 

準天頂衛星システムサービス㈱ 

    

９．１ 利用実証支援体制 
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 地上システム 
ＧＰＳ群 

モニタ局網 

JAXA L1C/A,L1C, 
L2C,L5 

管制局 

ＱＺＳ 

実証実験支援 
（受信機貸与等） 

センチメータ級 
測位補強サービス 

受信機 

サブメータ級   
測位補強サービス 

衛星測位サービス 災危通報サービス 

参加者による
利用実証 

実証実験 
結果報告 
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（一財）衛星測位利用推進センター 

SPAC紹介.ppt


利用実証の参加者に以下の支援を行います。 
 

• サブメータ級及びセンチメータ級補強信号の配信 

• 信号配信スケジュールの調整 

• 受信機の無償貸与 

• 実証結果の評価、解析を行うための技術支援 

• 利用実証ホームページの運営 

９．２ 参加者への支援 
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利用実証Webｻｲﾄを開設しています。 
 

【掲載内容】 

・利用実証の参加案内 

・提出書類の掲載 

・利用実証に係る技術情報 

・実証計画、結果の公開 

・利用実証に関するお知らせ 

 など 
   

 

９．３ 利用実証Ｗｅｂサイトの新設 

©  Quasi-Zenith Satellite System Services Inc. 2014 

URL 

 http://qzss.go.jp/appli-demo/ 
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利用実証の参加者には受信機を無償で貸与します。 

９．４ 受信機について 
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サブメータ級測位補強対応受信機  センチメータ級測位補強対応受信機  

QZ1 QZPOD 

QZNAV 

多周波・マルチＧＮＳＳ受信機  

LEXR 

LPY-10000 

ALPHA G3T 

〔準天頂衛星ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ〕 

〔SPAC〕 
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二周波受信機 
（準備中） 
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９．４．１ サブメータ級測位補強対応受信機  

サブメータ級測位補強対応受信機用に準備しているソフト例 

 ソフト名：QZSS Prove Tool 提供：アイサンテクノロジー(株）  

 【Ｓｋｙｐｌｏｔ】 【ＮＭＥＡ】 【ＭＡＰ】 
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９．５ ＧＮＳＳ Ｖｉｅｗの紹介（スマートフォン版） 

▐ ＧＮＳＳ Ｖｉｅｗ（スマホ版） 
 AndroidとiOSに対応したスマートフォン/タブレット用アプリ。 

以下、３つの機能を提供。 

①Position Radar 
・任意の時間や場所での衛星配置を
レーダー上で見る。 

 

②AR Display 
・任意の時間を指定し、現在地から見
える衛星をカメラのファインダーを通
して見る。 

 
 

③災危通報(DC Report) 
・Webサイトで公開している「災危通報」の
サンプルメッセージを表示。 
・準天頂衛星から配信される「災危通報」
を表示。 

 



「GNSS View」は、QZSとGPSの衛星の
位置を確認するためのツールです。 
 
場所、時間を指定することで、衛星の位置を 
確認できます。利用実証の時間帯における 
衛星位置を確認する場合や、衛星位置から 
実証の時間帯を決める場合などに、ご利用
いただけます。 
 
HTML5対応ブラウザで動作しますので 
PCやスマホで確認ができます。 
 
今後、iPhoneやAndroid端末で動作する
アプリをリリースする予定です。 

９．５ ＧＮＳＳ Ｖｉｅｗの紹介（ＰＣ版） 
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1機体制 4機体制 
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準天頂衛星システム利用シーン 
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「みちびき」を用いた測位補強システム 
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民間利用実証の全容 ７８ １０５ １１４ １２８ 

2011.5 2012.5 2013.5 2014.5 
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種子島・屋久島ランドマーク実証実験 

00-10# 
L1-SAIF 
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99-03# 

L1-SAIF応用 
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ロボットカーコンテスト2014 実証実験 L1-SAIF 

実証機関；一般社団法人 測位航法学会 

(QSS,SPAC,公益社団法人 日本航海学会 GPS/GNSS研究会） 
 

実証時期; 2014.10.18   

 

第8回 

  GPS・QZSSロボットカーコンテスト2014 

QZSSを利用した走行ルール 

を追加！ ① 

② 

③ 

ＱＺＳより通過目標①～③ 

99-03# 
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L1-SAIF 

95-01# 
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65-02# 

LEX 
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LEX 

05-01# 
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LEX 
夜間自動耕耘作業実証実験 

00-07# 
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LEX 自動コンバイン実証実験 

00-07# 
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準天頂衛星の移動体位置推定利用実験 LEX 

86-01# 
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小里川ダムにおける湖底堆積土量測定 LEX 

86-01# 



１０．利用イメージ 
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歩行者・自転車 

地震、津波などの情報を送信する災害・危機管理通報サービ
スや衛星経由で近親者等にメールを送ったり、遭難などの場合
に位置情報と救助要請を連絡することができる衛星安否確認
サービスでの利用も想定されます。 
 Page 49 



１０．利用イメージ 
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自動車(ナビゲーション) 
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自動車(物流・旅客) 

１０．利用イメージ 
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１０．利用イメージ 
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鉄道 
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１０．利用イメージ 
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船舶や航空機にとって、GPS衛星を使った航法サービスは、今やなく
てはならないものになりました。 
さらに、安全で正確な航行を支えるために、船舶や航空機向けに
GPSを補強して測位精度を向上させる補強情報が利用されています。 
 
準天頂衛星システムを使った高精度な測位により、安全な航行に活
用することができます。 

船舶・航空機 
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１０．利用イメージ 
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建設 
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１０．利用イメージ 
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農業 
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Ｇ空間社会のイメージ 
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URL 

 http://qzss.go.jp/appli-demo/ 
 

実験参加をお待
ちしております！ 

http://qzss.go.jp/appli-demo/
http://qzss.go.jp/appli-demo/
http://qzss.go.jp/appli-demo/
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ご静聴ありがとうございました 
ＱＺＳ利用実証ご協力よろしくお願いします 


